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研究開発の概要
燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業の研究開発項目Ⅰの性能
やコスト目標を凌駕する燃料電池の実現に資する革新的な要素技術の設計指針を確立するとともに、実用化
に向けた課題抽出を行う。燃料電池の2040年以降に目指すべき目標性能を達成するための担体・触媒・電解
質に関する過電圧低減と耐久性向上を達成させ、高効率・高出力・高耐久を両立した新たな電極・電解質材料
を産業界と共に実用化につなげる。

<委託先> ＜共同実施先>
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A.「広温湿度作動PEFCを実現する高分子電解質膜技術のコンセプト創出」

山梨大、日本化学産業、東レリサーチセンター
<委託先> ＜共同実施先>
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B.「広温湿度作動PEFCを実現する触媒技術のコンセプト創出」

山梨大、日本化学産業、東レリサーチセンター
<委託先> ＜共同実施先>
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B.「広温湿度作動PEFCを実現する触媒技術のコンセプト創出」

A.「広温湿度作動PEFCを実現する高分子電解質膜技術のコンセプト創出」

<委託先> ＜共同実施先>


